
食品ロス問題を知っている人は６４．５％、賞味期限を過ぎても自分で判断する人は６６．５％。
↓

消費者も意識はしているものの、行動には結びついていない可能性。
「分かりやすい問題提起」と「楽しく実践できる方策の提案」を通じて、食品ロスに関する認知度の
向上と消費者の協力を促していく。
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